






































































































































































24 化学 24 生物 24 物理 25 化学 25 生物 25 物理
00-95 0 3  3 0 0
94-90 4 9 0 2 6 2
89-85  26 4 5 3 
84-80 2 9 4 2 23 3
79-75 23 8 4 39 7 4
74-70 36 3 3 25 9 9
69-65 42 24 9 42 4 4
64-60 47 23 20 39 7 4
59-55 36 8  23 22 2
54-50 36 9 2 7 7 0
49-45 32 8 8 23 8 2
44-40 2 30 5 7 8 36
39-35 7 25 35 9 24 30
34-30 7 8 25 6 24 29
29-25 4 6 40 3 2 38
24-20 0 9 43 3 3 48
9-0 2 2 30  3 36
合計（人数） 3 30 30 288 288 288
平均点 6.0 59.6 38.2 63.3 60.9 36.9
－  9  －
表３　生物と物理の履修有無による平均点とプレースメントテスト受験者数
24 生物 25 生物 24 物理 25 物理
履修 未履修 履修 未履修 履修 未履修 履修 未履修
人数 9 6 20 80 30 79 5 57
































24年化学 50.8 62.0 64. 60.9 62.9 70.3 69.7
25年化学 47.4 63.3 69.7 64.8 63.8 83.6 75.8
24年生物 56.7 58.0 59.6 57.0 90.8 52.3 50.5
25年生物 55.8 59.4 63.0 52.3 87.2 54.3 69.9
24年物理 3.2 39.2 42. 3.8 30.5 50.7 50.5
25年物理 28. 33.8 42.0 38.3 26.7 52.0 49.7
24年人数 56 88 2 28 3 6 7




















































00-95 0 0 0 0 0 0 0 0
94-90 0 0 0 0 0 0 0 0
89-85  0  0 0 0 0 0
84-80 4 0 3  0 0 0 0
79-75 4 0 3 0  0 0 0
74-70 0  4 5 0 0 0 0
69-65 26 2 5  4   2
64-60 38 2 2 6 3  2 2
59-55 56 0 5 25 4   0
54-50 60 9 8 22 5 5 0 
49-45 53 5 2 20 4  0 
44-40 29 2 7 6  2  0
39-35 5 3 6 4 2 0 0 0
34-30 0 3 4  0 2 0 0
29-25 7 3  2 0  0 0
24-20  0  0 0 0 0 0
9-0 2 0 0 0  0  0
合計
（人数）
36 60 92 3 25 4 6 6










































00-95 0 0 0 0 0 0 0 0
94-90 0 0 0 0 0 0 0 0
89-85 0 0 0 0 0 0 0 0
84-80 0 0 0 0 0 0 0 0
79-75 0 0 0 0 0 0 0 0
74-70  0  0 0 0 0 0
69-65  0 0 0 0  0 0
64-60 4 0 0  0 3 0 0
59-55 6  3 2 0 0 0 0
54-50 5 3 3 6 2 0 0 
49-45 20 2 5 5 4 2  
44-40 33 6 3 2 0 2 0 0
39-35 44 0 9 7 2 2 2 2
34-30 48 0 6 5 3 4 0 0
29-25 56 3 5 9 7 0  
24-20 45 4  24 5 0  0
9-0 45  6 3 3 0  
合計
（人数）
38 60 92 4 26 4 6 6







































































領域 A . 34.9 50.5 36.0 6.7 66.7 66.7
平均点
以上



























































平均点 55.7 52.9 59.7 54.9 52.5 55.8 56.2 53.6
領域 A
%
3.2 2.7 33.7 37.0 20.0 4.7 50.0 57.
平均点
以上 %
48.8 45.0 55.8 46.3 40.0 58.3 50.0 57.
25
年
平均点 65.8 60. 68.2 67.6 6.8 60.8 62.3 74.0
領域 A
%
4. 5.9 45.3 5.8 33.3 2.5 54.5 72.7
平均点
以上 %
55.7 36.0 62.7 6.4 33.3 37.5 54.5 86.4
－  23  －
入学して半年経ても改善されていないことがわかった。24年の指定校入学生の
平均点以上は45.0%で、全入学生の平均値より少し少なかったのに比較し、25
年の指定校入学生の平均点は全入学者のそれより20%近くも少なかった。24年
のプレースメントの結果から、25年度も指定校入学者の化学の修得度が低いで
あろうということが類推されたので、リメディアル教育として高校教員による
化学の補習授業を４月初めに８時間も行ったにもかかわらず、その成果が出て
いるとは思えない結果が出た。指定校は私学が多く、生徒の教育に目が行き届
いているが、大学入学後の学習は高校での勉強方法とは大きく異なり、自分で
勉強の方法を見つけていかなければならないことも影響しているかもしれな
い。このような結果が出た背景など、今後、他の教科の検討とともに、年度を
追った分析が必要と考えられる。
図16　化学プレースメントテストと基礎化学履修点数との相間
図17　24年度化学プレースメントテストと基礎化学定期試験との相間
－  24  －
図18　25年度化学プレースメントテストと基礎化学定期試験との相間
（１）指定校推薦入学者
（３）前期入学者
（２）公募制推薦入学者
－  25  －
図19　入試区分別の化学プレースメントテストと基礎化学試験との相間
（４）中期化学受験入学者
（６）後期入学者
（５）中期生物受験入学者
（７）センター入学者
－  26  －
５．まとめ
　
　本稿では、入学時当初に行ったプレースメントテストと１年次最後に行った
リプレースメントテスト、および１年前期の基礎教科である「基礎化学」の得
点の結果を分析し、検討した。プレースメントテストと「基礎化学」、プレー
スメントテストとリプレースメントテストの間に相関が認められたことから、
大学における教科に対する学習結果をプレースメントテストによって、ある程
度予想することができ、リメディアル教育を行う必要のある学生を早い時期に
みつけるための手掛かりとして活用できる。しかし、今回の分析は、１年生の
教科のみに対しおこなったものであるから、今後さらに数年の結果を積み重ね
て結論を出す必要があるとともに、２年次以降の教科についても追跡調査を行
い、入学時のプレースメントテストの結果がどこまで影響していくかを見極め
る必要がある。
　入試区分別に学生のプレースメントテストを比較した結果、指定校で入学し
てきた学生は、24年、25年の両方のプレースメントテストから、高校化学、生
物、物理のいずれにおいても、いくつかの例外を除き、習熟度がほかの入試区
分の学生より低いことが明らかになった。この傾向は、１年前期の定期試験で
の「基礎化学」および後期のリプレースメントテストにおいてもまだ改善され
ていなかった。このことから、大学に入ってからの教育の結果が、まだ入学時
の学力不足に引きずられていることがうかがえる。これらの学生を含め、基礎
学力の低い学生をどのように教え導いて、ある一定以上のラインまで引き上げ
ることができるかが、これからの大学に課せられた大きな問題の一つであろ
う。
－  27  －
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